書評　守屋 山光 著『詩歌集　心の中のフォトアルバム』 by 矢野 正
書評 
守屋 山光 著『詩歌集 心の中のフォトアルバム』 
Review of “Poetry Collection: Photo Album in the Heart” by Sankou 
Moriya 
矢野 正 
Tadashi YANO 
要旨（Abstract）
本書は，言葉に託した心の情景を，「詩」と「歌」で新たに集録されたものである。日本を代表する自我発達研究
者で，大阪教育大学特別支援教育講座で長年教鞭をとられ，附属特別支援学校校長も歴任された守屋國光大阪教育
大学名誉教授・大阪総合保育大学名誉教授であり，学術博士（大阪市立大学）が，若き日に詠んだ日常の息吹と思
い出の旅情についてを『詩歌集』として，この度広く刊行されたものである。 
 過去に，タイプ印刷で作成され，友人や知人に配って読んでもらっていた2冊の『詩歌集』から再録されたもの
が，多く含まれている。それぞれ500部ほど作成されていたが，今は手元にいずれも数冊が残っているのみだそう
であり，この程丸善プラネットより公刊・出版されるに至ったものである。 
本書には，守屋國光（山光）先生の優れたご教授内容と学生との問答から生み出される「守屋語録」も多く収録
されている。その言葉は，例えば「失敗しなければわからない人生がある。成功すれば見失う人生もある。」など折
に触れて，読者の心を揺さぶられる内容となっている。筆者も有難いことに，直接多くのご指導をこれまでに受け
る機会に恵まれてきた。今回そんな素敵な先生のご高著を，ここに紹介したい。 
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Ⅰ．はじめに 
本書の「あとがき」には，このようにある。「私が意識して文章を書くようになったのは，日記帳が最初でした。子
どもの頃には，父と母からのクリスマスの贈り物には，必ず日記帳が入っていました。私は何度となく三日坊主を繰
り返し，その度に困ったのはお天気でした。よく兄と，何日は晴れだったか曇りだったか雨だったかと悩み合ったも
のでした。」とある。「両親から贈られた日記帳は，小学生の頃には上半分に絵を描き下半分には文章を縦に書く形式
の絵日記でした。それが，中学生になると文章だけを縦書きにする日記帳となり，この頃から日記をいやいやではな
く書くようになりました。高校生から以降は日記帳の贈り物はなくなり，自分で大学ノートを購入して日記帳として
用いるようになりました。時には評論めいたものを書いてみたり，短歌や詩を詠み込んだりするようにもなりました。
社会人になってからは，ポケット版の手帳にメモ程度のことを記して済ませてしまうことが多くなり，反省していま
す。」と，守屋先生の素直な反省の弁が述べられている。 
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守屋先生は，早稲田大学教育学部教育心理学専修・同大学院文学研究科心理学専攻（修士課程）を修了され，1976
（昭和51）年10月15日発行の『発達人間学序説：人間性の心理学的理解のための統合的観点としての発達研究（垣
内出版株式会社）』のご貢献・ご業績などにより，大阪市立大学より「学術博士」の学位を取得されている。その後，
初めて「発達人間学」の学問体系を確立され，同分野の後進を育ててこられていらっしゃる。 
本書は，守屋山光（國光）先生が青年期に日記帳などに書き記してこられた「短歌と詩」からなる「フォトアルバ
ム」集となっている。表紙を開くと，心の中に次々と鮮明な映像が浮かび上がり，同時に説明を聞くと守屋先生の目
は，まるで燃えさかるかのように話されるのである。 
守屋山光（國光）先生は，筆者の「博士論文」の主査教授でもあられ，人生における恩師・師匠でもある。守屋先
生にご指導いただいた学位論文についての共有させていただいた時間は，何物にも代えがたい貴重な財産・宝物とな
っている。そこで，本書の紹介をこの度，掲載させていただくこととしたい。 
Ⅱ．本書の内容 
まず本書の内容を，少しレビューしたい。 
詩歌集『心の中のフォトアルバム』に収録された詩歌は，詩歌集「田毎集」（1970（昭和45）年10月1日発行）と
「西南集」（1972（昭和47）年2月10日発行）からなっている。 
「田毎集」は，学生として6年間を過ごされた明道館時代に詠んだものが，その中心になっている。明道館は一種
のカレッジのような場所であり，その寄宿舎生活を通して，心豊かな学生時代を過ごされてきたそうである。短歌篇
と詩篇からなっている。 
また，「西南集」は，九州及び四国を大学の先輩や同僚・後輩宅にお世話になりながら，旅をされた時に詠んだもの
が，その中心となっている。こちらも，短歌篇と詩篇で構成されている。 
なお，巻末に収録されている「山の祈り」は，別途CDが作成されており，インターネット上の「You Tube」で，誰
でも聴くことができる環境が整備されている。大阪教育大学を定年退官された際に「記念品」として作成されたもの
であり，筆者も大切に，研究室に保管し，時折聴いているものである。実は，1960（昭和40）年9月2日に作詞・作
曲され，2010（平成22）年3月に正式にCD化されている。 
今回の挿絵と写真も，先生のご子女様がご担当されており，大変喜ばれていらっしゃるご様子である。 
本書のレビュー紹介の最期に，「山の祈り」の素晴らしい歌詞を下に記し，皆さんに紹介したい。 
「山の祈り」   作詞・作曲 守屋 國光 
１ 君と二人で登った峰 今は霧にかすんでる やがてあの峰色づいて 
風に木の葉が散り敷くの ほら聞こえる山の音が 耳ををすませば聞こえてる あれは山の祈り 
２ 君と手をとり渡った川 せせらぎ高く流れてる やがてもみじに赤く染まり  
落ち葉浮かべて谷を下るの ほら聞こえる川の音が 耳ををすませば聞こえてる あれは山の祈り 
３ そよ吹く風が草を鳴らし 静かに秋を告げている やがて全ては枯れつくし 
  山はゆきにつつまれるの ほら聞こえる風の音が 耳ををすませば聞こえてる あれは山の祈り 
（https://www.youtube.com/watch?v=TQVSkDmBXz4：2020年6月6日接続確認）
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Ⅲ．本書の示唆する方向性 
以上，本書の内容を紹介してきたが，守屋山光（國光）先生は，「本詩歌集『心の中のフォトアルバム』の表紙を開
くにつけ，またページを追うにつけ，読者の皆様の心の中には，どのような情景が浮かび上がってくるでしょうか。」
と，読者への問いで締めくくられている。「人生という大地を耕す農夫の自覚を新たに」と先生は，さらなる執筆活動
に勤しんでおられるようである。筆者も，小学校の学級担任の児童を借り切りバスで，三重県名張市にある守屋農場
にクラスの児童を引率したことがある。農業というものは，工業とは違い，人（人間）や風土（郷土）に優しいもの
であると実感でき，学校教育や特別支援教育に通づるものがあると考えている。 
筆者の好きな「守屋語録」に，このようなものがある。『自我発達論：共生社会と創造的発達（2020）』の中の守屋
語録を紹介する。その目次の次のページに，この言葉がそっと添えられているのである。「寄り添えば広がる世界。そ
れが教育であり，福祉であり，人生である。」と。まさに，筆者もそのように感じているところである。「私は折に触
れて思いついた言葉をその時々に手帳に書き留め，年末になると『守屋語録』なるノートにまとめている。この言葉
は，大学での講義の中で口にした言葉である。他にもいくつかの言葉を本文中に引用している。（p.111）」守屋語録と
は，以上のようなものであり，多くの示唆に富んでいると考えられる。 
Ⅳ．おわりに 
この間，世界的なCovid-19の感染流行・パンデミックにより，STAY HOME（在宅勤務や外出自粛）が進められ，
Facebookでは「7日間ブックカバーチャレンジ」バトン手渡しページが始まっている。「読書文化の普及に貢献する
ためのチャレンジであり，参加方法は好きな本を1日1冊，7日間投稿する」というものである。「7日間ブックカ
バーチャレンジ」の以下のルールには，①「本についての説明はナシで表紙画像だけアップ」，②その都度1人の
FB友達を招待し，このチャレンジへの参加をお願いする。または，このFBグループにバトンを預けるというもので
ある。多くの先生がチャレンジされていらっしゃり，筆者は，このように「書評」に挑戦することにした。 
ここでSTAY HOMEとは，2020年3月25日に東京都が発令した週末の不要不急の「外出自粛宣言」のことであり，
同年4月7日に改正・新型インフルエンザ等対策特別措置法第32条に基づいて国（日本政府）が発出した「緊急事
態宣言」に伴い，1都3県が緊急事態措置を講じ，この間，感染拡大の防止に向け，人と人との接触機会を8割減ら
すべく，都民・県民をはじめ，事業者に徹底した外出自粛や施設の休業等を要請したものである。同年4月23日に
小池百合子東京都知事は，大型連休期間(ゴールデンウイーク）中の取組が非常に重要となるため，1都3県では同
じ危機意識の下で，同年4月25日から5月6日までを「いのちを守るSTAY HOME週間」として，企業・住民に対し
連続休暇の取得などによる通勤の徹底的な抑制やこれまで以上の外出自粛への協力などを要請したものである。さ
て，STAY HOME中の皆さんには，この守屋山光著『詩歌集 心の中のフォトアルバム』は，一体どのように映るので
あろうか。 
最後に，守屋山光（國光）先生を師と仰ぐ筆者は，小学校での担任教諭の経験もあり，この本を頂戴したときに，
さっそく「山の祈り」のCDを流してみた。心の隅まで染み渡るその声は，特別支援教育（当時は，障害児教育・特殊
教育）はもちろんのこと，農業型の社会や心を豊かに耕す教育の素晴らしさをことある度に訴えてこられた，そんな
守屋先生のひたむきなご講義の内容そのものではないだろうかと，考えさせられるものがひしひしとこみあげてくる。
ぜひ，手に取っていただくとともに，聴いていただきたいと切に願っている。この「山の祈り」は，YouTubeにもUP
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されており，だれでもアクセス可能となっている。筆者もいつか，これまでの人生をまとめあげることができれば，
守屋國光先生に少しは近づけるのではないかと考え，大きな憧れを抱いているところである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（書誌情報：丸善出版（丸善プラネット株式会社発行），平成28年2月24日初版発行，A5判，全221頁，ハード
カバー，税別1,800円，ISBN 978-4-86345-279-4） 
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